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交野市における下水道事業の課題1
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昭和42年度以降に整備を進め、令和5年度末時点の管路総延長は約229ｋｍである。

今後、老朽化した下水道管路施設が急増する見込み

下水道管の布設延長

老朽化施設の急増モノ

老朽化の進行に対して
適切な対応を取らない場合…

道路陥没事故等が発
生する危険性が増加

１ 交野市における下水道事業の課題

50年経過

30年経過

引用元（交野市下水道施設ストックマネジメント計画[R5]）
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管路施設の老朽化に伴い、住民からの苦情件数が増加傾向にある

苦情件数の増加モノ

苦情件数の増加

年度 件数 備考

R2 62
詰まり、悪臭、
マンホールから水が
溢れる、道路陥没等
の苦情
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R4 75

R5 103 0
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老朽化に伴い今後の改築更新費用は増加が見込まれる一方で、節水型社会の定着や将来

的な人口減少により使用料収入は減少する見込み

改築費用の増加及び使用料収入の減少見込みカネ

引用元（交野市下水道事業経営戦略 令和3年度ー令和12年度)

１ 交野市における下水道事業の課題

有収水量の予測・使用料収入の見通し
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下水道従事職員数が近年横ばい状態であるが、施設の維持管理対応や更新対応が増加すると

考えられるため、職員一人当たりの業務量は今後増大する見込み

下水道従事職員の負担の増加人

職員数の推移

１ 交野市における下水道事業の課題
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職員数の推移

横ばい

引用元（人事行政の運営等の状況
交野市HP：人事行政の運営状況の公表 | 交野市 [city.katano.osaka.jp]）
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官民連携事業の導入検討の必要性2
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2 官民連携事業の導入検討の必要性

国は下水道事業が抱える課題を解決するための手法の一つとして…

民間の創意工夫を活かし、事業の効率化を向上させることができる

官民連携事業（PPP/PFI）の推進を掲げている。

下水道施設における官民連携事業数（R5.4時点、国交省調べ）

引用元（下水道部分野におけるウォーターPPPガイドライン1.2版）
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2 官民連携事業の導入検討の必要性

国は令和5年度の「PPP/PFI推進アクションプラン」において、上下水道事業の官民連携のレベル

アップとして「ウォーターPPP」を位置付けた。ウォーターPPPは、従来の「コンセッション方

式（レベル4）」と、新たに位置付けた「管理・更新一体型マネジメント方式（レベル

3.5）」の総称で、レベル3.5については4つの要件を満たす必要があることが示された

4要件

引用元
（下水道部分野における
ウォーターPPP
ガイドライン1.2版）
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2 官民連携事業の導入検討の必要性

「管理・更新一体型マネジメント方式（レベル3.5）」の検討を進める際には、

管路施設・ポンプ場・下水処理場等のすべての施設を対象とする必要がある

※ 対象施設を限定する場合は客観的な情報に基づいた整理が必要

引用元（下水道部分野におけるウォーターPPPガイドライン1.2版）
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2 官民連携事業の導入検討の必要性

国は令和9年度以降の汚水管の改築に係る国費支援に関して、ウォーターPPP導入が
決定済みであることを要件化

引用元（下水道部分野におけるウォーターPPPガイドライン1.2版）

ウォーターPPPを導入していなければ国費支援が得られず市の負担が増加するため、

早期の官民連携事業の導入検討が必要
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導入検討方針（案）とマーケットサウンディング3
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3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング

本市では、管理・更新一体マネジメント方式（レベル3.5）の導入を目指して

検討を進めている

本市が目指す官民連携事業
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本市では、ウォーターPPPの検討を進めるにあたっては、事業量確保の観点から、対象区域
を「市内全域」として選定

市内全域
対象
区域

引用元（下水道部分野におけるウォーターPPPガイドライン1.2版）

3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング
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「一旦、すべての施設等を念頭におく」必要があることから、検討開始時点では、

管路施設と処理場等の施設の全ての施設を対象とすることを想定

マンホールポンプを含む管路施設 を想定
対象
施設

引用元（下水道部分野におけるウォーターPPPガイドライン1.2版）

3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング
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管理・更新一体マネジメント（レベル3.5）の4要件の対応について

10年間 として検討
契約
期間

引用元（下水道部分野におけるウォーターPPPガイドライン1.2版）

3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング
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管理・更新一体マネジメント（レベル3.5）の4要件の対応について

性能発注を原則とするが、

管路施設は仕様発注から段階的に性能発注へと移行を想定

性能
発注

引用元（下水道部分野におけるウォーターPPPガイドライン1.2版）

仕様発注（従来型） 性能発注

発注者が詳細に仕様を規定し、受注者は
規定された仕様に忠実に業務を実施する
方式

発注者が必要な性能指標を示し、受注者
はそれを達成するために業務を実施する
方式（詳細は受注者側で決定できる）

3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング



Confidenti
al

18

管理・更新一体マネジメント（レベル3.5）の4要件の対応について

更新支援型 を選択することを想定
一体
管理

引用元（下水道部分野におけるウォーターPPPガイドライン1.2版）

3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング
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管理・更新一体マネジメント（レベル3.5）の4要件の対応について

仕組みを導入 する予定
※今後策定される国のガイドライン等を踏まえて比率や内容を検討

ﾌﾟﾛﾌｨｯﾄ
ｼｪｱ

引用元（下水道部分野におけるウォーターPPPガイドライン1.2版）

導入が必要であるが、実際には発動しなくてもよいとされている

3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング
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マーケットサウンディング概要

実施対象： 下水道関連民間事業者

実施期間： 令和7年1月20日（月） ～ 令和7年1月31日（金）

回答方法： WEBにより回答

設問内容： ①官民連携事業への参入実績

②下水道関連業務の受託実績

③発注方式（性能発注）の考え方

④ウォーターPPP導入の対象となる業務範囲の考え方

⑤プロフィットシェアの考え方

3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング

本市では、以下の業務について、マーケットサウンディングによって民間事業者の皆さまの
参入意向や事業内容等に対する考えを把握したいと考えておりますので、お忙しいところ恐
れ入りますが、ぜひご協力くださいますようお願いいたします。
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マーケットサウンディング関連資料（下水道施設概要）

3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング

渚処理区 鴻池処理区

供用開始年 S.43.4.1

排除方式 分流式

管渠延長（㎞） 229.0 9.4

マンホールポンプ（箇所） 15

伏せ越し部（箇所） 10

貯留槽（箇所） 1（松塚貯留槽）

ポンプ場跡地（箇所） 1（星田ポンプ場）

引用元（令和5年度交野市左岸流域関連公共下水道事業計画に一部加筆）
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マーケットサウンディング関連資料（主な委託契約の概要）

3 導入検討方針（案）とマーケットサウンディング

マンホールポンプに係る業務

計画的な調査 定期調査

計画的な点検

定期点検

メーカー点検

法定点検

計画的な修繕
軽微な修繕・部品交換

修繕

緊急的な点検 臨時点検

緊急的な修繕 応急復旧

計画的な改築 改築設計業務

管渠に係る業務

計画的な点検
定期点検

マンホール内部・蓋の調査

計画的な調査

取付管調査（取付間更生）

TVカメラ本管調査

管口カメラ本管調査

計画的な清掃
汚水桝つまり定期清掃

本管つまり定期清掃

計画的な修繕 修繕

緊急的な調査

ＴＶカメラ本管調査

取付管調査

マンホール蓋の調査

緊急的な清掃
汚水桝つまり対応

本管つまり対応

緊急的な修繕

部分的な補修工事

マンホール蓋の交換・高さ調整

道路陥没発生時等の緊急対応

計画的な改築 改築・修繕の簡易判定

不明水対策

誤接続調査・誤接続家屋への指導

流量調査

ＴＶカメラ調査

管渠・マンホールポンプ共通業務

汚泥運搬・処分

下水道管路台帳システ
ムへのデータ入力

維持管理情報のデータ整理・入力

新規・更新施設のデータ整理

災害対応
点検・調査

応急復旧

住民対応

要望の受付

緊急的な要望の現地調査

緊急的な要望の立会・説明

緊急的な要望の対応

その他業務（貯留槽）

運転操作 雨天時操作

その他業務（ポンプ場跡地）

保安及び警備業務

清掃作業

樹木管理
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今後のスケジュール（案）4 
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今後のスケジュール

ウォーターPPP導入に向けた全体スケジュールは現時点では以下の内容を想定してます。

4 今後のスケジュール（案）

アンケート
（1月）

第2回サウンディング調査
個別対話

発注支援（実施要領、仕様書、契約書等作成）

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

導入可能性調査

契約手続準備

契約手続の
実施・契約

公募
優先交渉権
者選定
契約交渉

引継期間

ウォーターPPP
事業開始

◎

導入

アンケート
（1月）

第2回サウンディング調査
個別対話

発注支援（実施要領、仕様書、契約書等作成）
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説明内容及びマーケットサウンディングについて、不明点・疑問点等ある場合は、
以下の担当部署までご連絡ください。

連絡先

担当部署： 交野市役所 都市まちづくり部 下水道課

電話番号： ０７２－８９２－０１２１

メールアドレス： gesui@city.katano.osaka.jp
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（参考）用語の説明

• 維持管理と更新（改築）の一体マネジメント

維持管理と更新を一体的に最適化するための事業方式であり、維持管理と更新
を一体的に実施する「更新実施型」と、更新計画案の策定やコンストラクショ
ンマネジメント（CM）により、地方公共団体の更新を支援する「更新支援型」
の２方式がある。また、この維持管理・更新一体マネジメント方式を、ウォー
ターPPP（レベル3.5）と呼ぶ

• コンストラクションマネジメント（CM）

発注者の補助者・代行者であるコンストラクション・マネジャー（CMr）が、技
術的な中立性を保ちつつ発注者の側に立って、設計の検討や工事発注方式の検
討、工程管理、コスト管理などの各種マネジメント業務の全部又は一部を行う
もの

• コンセッション（レベル4）

管理者（市）は運営権者（事業者）に運営権を設定。運営権により、運営権者
（事業者）は原則として利用者（市民）から収受する下水道利用料金により事
業を運営する方式

26
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（参考）用語の説明

• 性能発注

発注者が求めるサービス水準を明らかにし、事業者が満たすべき水準の詳細を
規定した発注のこと。PFI事業については、仕様発注方式よりも性能発注方式の
方がPFI法の主旨である「民間の創意工夫の発揮」が実現しやすくなる

一方で、仕様発注（方式）は、発注者が施設の構造、資材、施工方法等につい
て、詳細な仕様を決め、設計書等によって民間事業者に発注する方式

• ストックマネジメント

長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進展状況を考慮し、優先順位
付けを行ったうえで、施設の点検・調査、修繕・改善を実施し、施設全体を対
象とした施設管理を最適化すること

• 統括・マネジメント業務

適正な事業運営を目的として、維持管理・計画・改築更新等の多岐にわたる業
務を統括的に管理すること。これまで発注者側の役割であったものを、事業者
側が実施するため、ウォーターPPP業務に含む場合は適切な積算により事業費に
反映する

27
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（参考）用語の説明

• プロフィットシェア

契約時に見積もった工事費や契約時に見積もった維持管理費が企業努力や新技
術導入等で縮減した場合において、縮減分を官民でシェアする仕組み

• プロポーザル方式

プロポーザル方式においては、事業者選定の段階において業務内容に応じて具
体的な取り組み方法の提示を求めるテーマを示し、評価テーマに関する技術提
案と当該業務の実施方針の提出を求め、技術的に最適な者を特定する方式

• マーケットサウンディング（MS・民間市場調査）

事業に対する民間事業者の関心度合い（参入意欲）、参入条件等の意向のほか、
事業スキームや必要な検討事項、開示情報等について検討・把握することを目
的に実施する調査のこと

28
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（参考）用語の説明

• JV（共同企業体）

建設企業が単独で受注及び施工を行う通常の場合とは異なり、複数の建設企業
が、一つの建設工事を受注、施工することを目的として形成する事業組織体の
こと

図 JV（共同企業体イメージ）

29

発注者
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代表企業

契約等

JV（共同企業体）

JV（共同企業体）のイメージ
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（参考）用語の説明

• SPC（特別目的会社）

資産の流動化に関する法律に基づき、当該事業の実施を目的として設立される
法人、ある特別の事業を行うために設立された事業会社のこと

コンセッション方式（レベル4）では、公募提案する共同企業体が、新会社（＝
SPC）を設立して、建設・運営・管理にあたることが多い

30引用元（下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第1.2版）

単独事業者、JV、SPCの比較


